
 

 

第二外国語教育の共通基本目標 

 

From          To 

       

 
 

 

 
   “From  To”を実現する手段としての「近畿大学の第二外国語教育」 

― 今しかない、ゼロから始める第二外国語 ― 

 

共通基本目標 

１．英語以外に独仏中韓などの諸言語のいずれかを選択して集中的に学習し、当該言語を

運用して十分なコミュニケーションを行う能力を培う。 

２．多様化する国際社会において相互に尊重、信頼し合う上で必要な感性を養い、異文化

への理解を深め、これを通じて自分自身の文化をさらに深く理解する。 

３．外国語能力の修得によって、一人一人の学生が自らの個性と適性に応じた多様なキャ

リアプランを描くことができるようにする。 

 

 

具体的方策 

上記の目標を達成するために以下の具体的方策を実施する。 

１．第二外国語を学習する上で適正な規模のクラスを編成する。また、新たに学ぶ外国語

の基本能力を習得する基幹科目、及びその能力を実用レベルにまで高める発展科目を

設置する。 

２．より着実に外国語能力を修得するために、学生が同一言語の基幹科目を 2年間履修し、

さらに発展科目も履修しながら、継続して学習するよう指導する。 

３．「ことばと文化」「国際化と異文化理解」などの教養科目と語学科目との連携を通じて、

言語と異文化双方への理解を深め、国際的視野と深い教養が身につく環境を整える。 

４．語学教育センター講座、語学検定対策、留学生との交歓会、スピーチコンテスト、留

学および海外研修などの授業外活動を通じて、学習意欲と外国語運用能力のさらなる

向上を図る。 

５．個々の学生を対象とする学習相談室を定期的に開設し、授業外でもきめ細やかな学習

支援を行う。 

６．学生のキャリア形成、及び生涯にわたる外国語学習の契機とするため、外国語に関す

る資格の取得を奨励、支援する。 

母語や英語以外の言語も学んでみたい。

それらの言語を使ってコミュニケーシ

ョンできる力を大学で身につけ、世界で

活躍したい。 

① 外国人と臆することなくコミュニ

ケーションができる。 

② 国際感覚と広い視野が身につく。 

③ 将来のキャリアの可能性を拡げる。 



 

 

第二外国語について 
 

なぜ大学で第二外国語を学ぶのでしょうか？ 

 

 あなたは、第二外国語を学びたいと思いますか？ 本学では、多くの学部において第二外

国語は必修科目ではなく、選択科目のひとつです。しかし、実際はほとんどの学生が第二

外国語を履修しています。みなさんの先輩にその動機を尋ねると、「英語以外の外国語を話

せるようになりたい」、「英語の単位だけでは足りないから」といった答えが返ってきます。 

 どうして大学で第二外国語を学ぶのでしょうか？ 地球規模でのネットワーク化が進行

している今日にあって、国際社会におけるコミュニケーション言語として、英語が重要な

ことは言うまでもありません。しかし一方で、世界は、新たな多文化・多言語社会へと向

かっています。中国や韓国をはじめとするアジアの国々との交流だけでなく、ＥＵ諸国と

の関係も日本にとって重要です。現代の日本を作り上げてきた歴史や文化は、英語圏以外

の多様な国々からの影響も受けているのです。第二外国語を学ぶことは、自分の知見や価

値観を広げ、またそのことばを母語とする人々について、深く学ぶ機会であり、国際社会

において不可欠な教養を得る機会と言えるでしょう。 

しかし、一部の学部を除いて、一年次に履修可能な第二外国語の授業は週一回の 90分し

かありません。ただ受動的に授業を聴いているだけでは、流暢に話せるようにはなりませ

ん。それでは意味がないと思う人もいるでしょう。しかし、実際に、第二外国語の授業を

楽しみにしている人たちがたくさんいるのです。それはなぜか、答えは単純です。第二外

国語を学ぶことには「新しいことを知る喜び」があるからです。 

 そもそも、大学での外国語学習は、流暢に話せるようになることだけを目的としてはい

ません。話すことはあくまで手段の一つなのです。大学では、そのことばを形成してきた

文化的背景や、ことばの構造から日本とは異なる文化を知ることを目的としています。そ

こに「知る喜び」を感じて、そのことばを積極的に学べば学ぶほど、語学もまた自然と上

達していきます。事実、毎年、語学検定試験の高難度の級に合格し、語学力と多様な価値

観を身につけて、世界に羽ばたいてゆく先輩も少なくありません。 

 日本にも外国の方がたくさんいます。かれらが一生懸命日本語で話しかけてくれると、

自分たちの文化を認めてもらえたような気がして、うれしくはありませんか？ 多様なこと

ばを知ることは、多様な文化を認め、そこに住む人々と文化的に近づくことでもあるので

す。それは旅行や留学、将来の海外赴任にも活かされることでしょう。たとえ流暢でなく

とも、さまざまなことばを話そうとする人は多くの友人や思い出を得られるものです。 

 本学では、多様化する国際社会の要請に応じて、諸外国の言語を学び、その文化に固有

の伝統や考え方を理解することを第二外国語教育の最重要目標としています。世界を見渡

す視点を日本や英語圏からずらしてみるとまた違った世界が見えてきます。視点は多けれ

ば多いほど、世界は広がりをもつはずです。ことばを学ぶことによって開かれる世界は、

無限なのです。 

 いまこそ、第二外国語を学んでみませんか？ 

 



 

 

ドイツ語について 

 

「ドイツ語」と聞くと、何だか堅苦しくて難しそう、というイメージを抱く人が多いか

もしれません。本当にそうでしょうか。ドイツ語は英語と同じ西ゲルマン語という仲間に

属し、英語とかなり近い関係にあるので、単語や文法体系に共通点が多く、しかも発音は

英語よりずっと簡単です。語順などもむしろ日本語に似ているところがあり、私たち日本

人にとっては特に学びやすい外国語だと言えます。 

ではドイツ語はどこで、どのくらい多くの人々が話しているのでしょうか。ドイツ語圏

にはドイツ（人口約 8200 万人）を始め、オーストリア（約 800 万人）、スイス（ドイツ語

人口は約 500万人）、そしてリヒテンシュタイン（約 3万人）が含まれます。この他ルクセ

ンブルクでもドイツ語が公用語のひとつとなっており、またドイツと国境を接する地域や

東欧でもドイツ語を話す人たちがおり、世界のドイツ語話者人口はほぼ１億人、ＥＵ（ヨ

ーロッパ連合）の中でドイツ語は最も多く話されている言葉となっています。 

 さて皆さんは、ドイツ語やドイツ語圏について、何を知っているでしょうか。最近では

ゲームを通じてドイツ語やドイツ文化（ゲルマン神話を含む）にふれる機会が増えている

ようですが、子供の時にグリム童話を読んだという人、モーツァルトやベートーヴェン、

あるいはクラフトワークに代表されるテクノ・ミュージシャンの音楽が好きだという人も

少なくないでしょう。オーストリアの首都ウィーンで花開いた世紀末の文化は今もなお私

たちを惹きつけて離しません。また、環境先進国・福祉先進国として有名なドイツから、

日本が多くのことを学んでいることはよく知られています。ドイツと言えばやはりベンツ

やＢＭＷに代表されるクルマがあり、一度はアウトバーンを走ってみたいと思っている人、

サッカーのブンデスリーガに興味を持っている人もいるでしょう。最近ではドイツ語圏の

映画が日本公開される機会も増えました。そうした関心や興味を手がかりにして、ドイツ

語の勉強を始めてみましょう。現在はインターネットを使ってドイツ語圏の情報が瞬時に

手に入り、英語圏のソースとは異なったものの見方、考え方に触れることもできます。ま

た、ドイツ語圏での旅行や語学研修も簡単に行える時代です。たとえ片言でもドイツ語を

使って買い物や現地の人との会話ができたら、旅の楽しみが増し、印象も全然違ったもの

になるでしょう。ドイツ語を学ぶことを通して、自分の世界を広げていきましょう。 

 

＜辞書と参考書＞ 

 語学を学ぶには辞書が必要です。初級の段階では、なるべく紙の辞書を使うようにしま

しょう。用例が見やすく、書き込みも容易だからです。参考書は必需品ではありませんが、

必要に応じて自主学習に役立てましょう。どちらも先生の説明を聞いて自分に合ったもの

を選び、早く使い慣れてください。 

 

おすすめ辞書  『クラウン独和辞典』（三省堂）  『新アクセス独和辞典』（三修社） 

『新アポロン独和辞典』（同学社） 『エクセル独和辞典』（郁文堂）他 

おすすめ参考書 『ドイツ語のしくみ（ＣＤつき）』（白水社）他 



 

 

フランス語について 

 

 フランスというと、皆さんは何を思い浮かべますか？ フランス料理やワインなど、グ

ルメの国。スイーツ大国。最近ではミシュランガイドの名前がテレビで聞かれることも多

くなりました。また世界のファッションをリードする国でもあります。スポーツでも、サ

ッカーや柔道やフィギュアスケートなどさまざまな種目で、フランス語圏の選手たちがめ

ざましい活躍をしていますね。それにロワールの古城やモン・サン・ミシェルに代表され

る数多くの世界遺産を有する国でもあります。でもそれだけではなく、フランスはヨーロ

ッパで一番のマンガ大国という意外な一面も持っているのです！ そんな多様で豊かな文

化への入口として「フランス語」を勉強してみませんか？  

 フランス語は英語と同じアルファベットを使い、英語と共通する単語も多いので、とて

も簡単に学ぶことができます。しかも国連やオリンピックでも英語と並んで使われる「第

二の国際語」です。それにフランス語はフランス本国だけでなく、ヨーロッパのベルギー

やスイス、アフリカ諸国、カナダのケベック州やアメリカの一部、中南米諸国やアジア、

オセアニア、中東など、世界中で広く使われています。世界でフランス語を話す人は、何

とフランスの人口の４倍もいるのです！ 世界で２億６千万人が話している言語、それが

フランス語です。 

 グローバル化がしきりに言われる現代にあって、国際言語としてのフランス語の重要性

はいっそう高まっています。フランス語を知ることによって、日本やアメリカとは違った

視点から世界を眺めることができるようになるでしょう。英語だけではなく、さらにフラ

ンス語の知識を身につけることは、皆さんにとっても貴重な知的財産の一つとなるはずで

す。また検定試験に挑戦したい、留学したい、フランス語圏の国々に旅行に行きたいとい

う人も積極的にサポートします。フランス語は明晰さと論理性に富む言語であると言われ

ますが、フランス語の学習が論理的な思考力の育成と、新しい視点からの異文化理解に役

立つことを願っています。さあ、一緒に楽しくフランス語を学びましょう！   

 

<辞書と参考書> 

辞書 外国語を勉強する上で一番基本となる参考書は、何と言っても辞書に他なりません。

最初からいきなり語彙数の多い大型辞書を買うよりも、次に挙げるような「学習仏

和辞典」で勉強を始めるのがいいでしょう。 

   「ディコ仏和辞典」（白水社） 「プチ・ロワイヤル仏和辞典」（旺文社） 

   「クラウン仏和辞典」（三省堂） など 

参考書 講義の中でも文法は分かりやすく詳しく説明しますが、自分で分からないところ

を確認し、知識をさらに深めるのには、次のような文法参考書をおすすめします。 

   「新・リュミエール フランス文法参考書」（駿河台出版社） 

「大学で始めるフランス語」（駿河台出版社） など 

 



 

 

中国語について 

 

「中国」と聞いてみなさんはどんなことを連想しますか？ 反日デモ、PM2.5、「爆買

い」……。最近の中国をめぐる報道を見て、中国に対してよいイメージを持っていない

人もいることでしょう。中国は広大な国土を抱え、13 億を超えるさまざまな人々が暮

らしています。中国人 13億人すべてが「反日」？ そんなことはないはずです。  

 中国は、改革開放以来、急速な経済発展を遂げてきました。今や日本にとって最大の

貿易相手国であり、生産地としても市場としても、日本経済の重要な鍵を握っています。

また、日中の距離は、飛行機でわずか 2 時間程度。ビジネスや観光をはじめ、人々の交

流も活発です。みなさんも、街中で中国語を耳にしたり、アルバイト先で中国の人と知

り合う機会も多いのではないでしょうか。  

 日本と中国、お互いの理解を深めるために私たちができることは何でしょう？ その

答えの一つは、「中国語」を学ぶことです。広大な中国には、お互いの意思疎通が不可

能なほど多様な方言が存在しますが、私たちが学ぶ中国語は、「普通話」と呼ばれる標

準語であり、中国全土だけでなく、台湾や香港、シンガポール、世界中にあるチャイナ

タウンでも使える、中華圏の共通語です。また、日本は中国と同じく、漢字文化圏に属

します。中国では「簡体字」という簡略化された漢字、台湾や香港では「繁体字」とい

う旧来の漢字を用いていますが、いずれにせよ漢字。日本人は中国語を学ぶのに極めて

有利です。漢字に助けられつつ、中国語を学べば、広い中華圏への扉を開くことができ

るのです。  

 百聞は一見にしかず、在学中にぜひ一度、中国や台湾へ、旅行や留学をしてみてはい

かがでしょうか。本学では、短期語学研修（台湾 3週間、北京 4週間）を提供していま

す。研修に参加し、異なる文化や価値観に触れることで、大きな刺激を得られることで

しょう。  

 また、実用的な中国語を資格として身に付け、就職活動に備えるのもいいでしょう。

本学のカリキュラムは、「中国語検定試験」にも対応して構成されています。語学セン

ター（11 月ホール 2 階）では、会話や検定対策など、豊富な講座を無料で提供してい

ます。  

 日中両国の関係がぎくしゃくしている時代だからこそ、確かで豊かな知識と広い視野

を備えた国際人が求められています。今こそ、中国語を学びませんか？ 

 

＜辞書と参考書＞ 

辞書 旅行や留学へ持参し、コミュニケーションツールとして活用することを考えると、 

    最初は携帯用で、日中と併せて一冊のものを購入するのがいいでしょう。 

   『デイリーコンサイス中日・日中辞典』(三省堂)  

   『ポケットプログレッシブ中日・日中辞典』(小学館) 

   『中日辞典 第二版』(小学館)  『中日辞典 第三版』(講談社)  

   『東方中国語辞典』(東方書店)  『中国語辞典』(白水社)  

参考書 授業と並行して、気軽な入門書を読んでみてはどうでしょう。 

   『はじめての中国語』(講談社現代新書) 『中国語はじめの一歩』(ちくま新書)  

   『中国語文法・完成マニュアル』(白帝社) 『よくわかる中国語文法』(白帝社)



 

 

第二外国語科目一覧 

 

科 目 名 配当学年 単位 学期 備 考  

ドイツ語総合１ 

ドイツ語総合２ 

1 

1 

1 

1 

前 

後 

 

 

日本人または

ネイティブ教

員担当科目 

 

 

 

 

 

基幹科目 

 

フランス語総合１ 

フランス語総合２ 

1 

1 

1 

1 

前 

後 

中国語総合１ 

中国語総合２ 

1 

1 

1 

1 

前 

後 

ドイツ語総合３ 

ドイツ語総合４ 

2 

2 

1 

1 

前 

後 

 

 

日本人または

ネイティブ教

員担当科目 

フランス語総合３ 

フランス語総合４ 

2 

2 

1 

1 

前 

後 

中国語総合３ 

中国語総合４ 

2 

2 

1 

1 

前 

後 

ドイツ語コミュニケーション１ 

ドイツ語コミュニケーション２ 

2 – 4 

2 – 4 

1 

1 

前 

後 

 

ネイティブま

たは日本人教

員担当科目 

 

 

 

 

発展科目 

 

フランス語コミュニケーション１ 

フランス語コミュニケーション２ 

2 – 4 

2 – 4 

1 

1 

前 

後 

中国語コミュニケーション１ 

中国語コミュニケーション２ 

2 – 4 

2 – 4 

1 

1 

前 

後 



 

 

第二外国語履修フローチャート 

 

１年次 

 

ドイツ語総合１・２      総合１・２を両方、あるいは少なくとも一方を 

               取得したら 

フランス語総合１・２           ２年次科目へ                   

                                    

中国語総合１・２  

 

・「総合１」は前期科目、「総合２」は後期科目。同一言語を１・２継続して履修登録する

こと。 

 

 

２年次 

 

          （同じ言語）総合３・４  

 

          （同じ言語）コミュニケーション１・２     

 

          （別の言語）総合１・２        

 

（１年次にいずれの単位も取得していない人は）     （各言語）総合１・２ 

 

 

・１と３は前期科目、２と４は後期科目。１・２および３・４は継続して履修登録するこ

と。 

・「総合１・２」と「総合３・４」は基幹科目。「コミュニケーション１・２」は発展科目。 

・「総合３・４」と「コミュニケーション１・２」は並行して履修することができる。 

 これらの科目は必ず１年次と同じ言語で履修すること。 

 

 

  



 

 

３・４年次 

 

（総合３・４）  

総合３・４、コミュニケーション１・２の４科目のうち 

                      少なくとも２科目を取得したら 

 

（コミュニケーション１・２）        （同じ言語）コミュニケーション３・４ 

         

（総合１・２）                    （同じ言語）総合３・４ etc.  

（１・２年次にいずれの単位も取得していない人は）   （各言語）総合１・２ 

 

 

・「コミュニケーション３」は前期科目、「同４」は後期科目。３・４は同一言語を継続し

て履修登録すること。 

・これらの科目は必ず２年次と同じ言語で履修すること。 

 

  



 

 

第二外国語科目＜科目名・概要＞ 

 

＜ドイツ語・フランス語・中国語 総合１・２＞ 

（一年選択科目、１は前期、２は後期）（基幹科目）（同一言語を１・２継続して履修する） 

 新しい外国語に慣れ親しみ、初歩的なコミュニケーションが図れるようにする。文字、

発音、基本語彙と表現、文構造など、聞き、話し、読み、書くというバランスの取れた言

語運用に不可欠な基礎的知識を習得する。週１回の授業。 

 

＜ドイツ語・フランス語・中国語 総合３・４＞ 

（二年選択科目、３は前期、４は後期）（基幹科目）（総合１ あるいは２いずれか１科目修

得を先修条件とする） 

 総合１・２で学んだ知識をもとに、その言語のさらにスムーズな運用ができるようにす

る。比較的長い表現を聞き取って、自分でも言えるように練習する。また平易な文章を読

みこなし、手紙や簡単な文章を書ける能力も養う。週１回の授業。 

 

＜ドイツ語・フランス語・中国語 コミュニケーション１・２＞ 

（二年選択科目、１は前期、２は後期）（発展科目）（総合１あるいは２いずれか１科目修

得を先修条件とする） 

「話す」と「聞く」という二つの側面に重点を置く。外国旅行で必ず出会う場面や日常

生活によくある場面などを用いて、必要な情報を聞き取り、自分を表現する方法を練習

する。週１回の授業。 

 

＜ドイツ語・フランス語・中国語 コミュニケーション３・４＞  

（３年次選択科目、３は前期、４は後期）（発展科目）（総合３・４、コミュニケーション

１・２の４科目のうちいずれか２科目修得を先修条件とする） 

 主に日常会話中心に口頭による言語運用能力の基礎を完成させる。より詳細な表現を聞

き取って、自分でも正確に言えるように口頭練習し、様々な場面でさらに詳しい情報交換

ができるようにする。週１回の授業。 

 

  



 

 

第二外国語履修のガイドライン 

＊履修希望者は、下記の履修条件を満たしている者に限る。 
科目名 履修条件 

ドイツ語 

総合１・２ 

同一言語を１・２継続して履修登録すること 

履修する言語において、「総合１」を履修せず

に、それぞれの「総合２」を履修することはで

きない 

フランス語 

中国語 

ドイツ語 

総合３・４ 

同一言語を３・４継続して履修登録すること 

前年までに同一言語の総合１・２のうち、少な

くとも一方の単位を取得していることを条件と

する 

フランス語 

中国語 

ドイツ語 

コミュニケーション１・２ 

同一言語を１・２継続して履修登録すること 

前年までに同一言語の総合１・２のうち、少な

くとも一方の単位を取得していることを条件と

する 

フランス語 

中国語 

ドイツ語 

コミュニケーション３・４ 

同一言語を３・４継続して履修登録すること 

前年までに同一言語の総合３・４、コミュニケ

ーション１・２のうち、少なくとも２科目の単

位を取得していることを条件とする（組み合わ

せは問わない） 

フランス語 

中国語 

 

 


